
⾃�はこの星に�んでいる者の⼀
員であることを��に⾃覚する

『この星に�まれています』

と�で唱え
地�という星に�まれているのを
イメージする

優しい�の⽟をイメージする

その�の⽟は 地�の�にある��
である
愛情�い��の�内にいるような
�覚でよい �の��とつながる
イメージができるとよい

その�に願う

例）�災のための  より良いヒント
をください
�だけでなく ⼤切な�たちも�事
に乗り切ることのできる知恵と�
�をください 
�たちをお�りください

まずは�を落ち�かせよう

�を落ち�かせるのは
�り開� �し前からでも良い

当⽇の�り�の例

③の��の�の⽟に

優しい中にも〈⽣き抜く�さ〉
を�えた�の⽟に�まれている�
をイメージする

同じ�の⽟に
〈⽣き抜く�さ〉を�えること

⾃�や��な��が  この�の⽟に
�まれているというイメージをする
しばらく "この�まれている”という
��に�ること 
 すぐに�わらせてはいけない
      ��が⼤切である
その⼀�⼀�が この�に�まれてい
くようにイメージを�げてみる

気になる��の地域に向けて
この⼤きな�の⽟で�みなさい
��の地域とは
�に災�に⾒�われやすい地域の事 
または お主らの�む周�地域
この時の⽬�は ⽇�の上�からとせよ

⑤の�の⽟で �々の�災�識が
��t的に向上するように念を�め
ながら
��の地域 または�国に照�する
と良い
上から�の⽟を�ろす
�き�つような�じで良い

�きな��に お主らのイメージし
た�の⽟を�け�しなさい
と  同時に 
その��に願いを�めなさい
「�災に必�な より良い知恵を知ら
せてください」など

共に��を乗り�えられるように
願いを�める

イザナギ�より

�⼀度 �災�識を�めましょう


